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位がとれない場合B一皿 1-2時間ごとに観察を必要 ･心 .腎疾患などの患者で病状
的に室内歩行のみが許可されている場合とするが室内歩行が可能な場 ･他から,または他-の感染予防
のために隔離をしている場合令 ･運動麻痔,呼吸障害などで室内歩行しかできない場合精神 .神経疾患で生
活指導を要する場合B-Ⅳ 1--2時間ごとの観察を必要 ･精神 .神経疾患,痴呆,失見当識,視力障害など
の患者で所在の確認が必要な場合とするが,日常生活には,ほ ･精神 .神経
疾患で集団活動に参加が可能な患者,作業療法,レクリエーションに参加とんど不自由がない場合 でき,また社会復帰
のため外出 .外泊が許可される場合C-Ⅰ 特に観察を継続する必要はな ･病状が安定し,コミニュケ-シヨンは十分にと が,運動
麻痔などのため,自分でいが,常に寝たままの状態で なにもできない場合ある場合 ･腰椎圧迫骨折などのように安静度規制上,常に寝たままの状態である場合
C-Ⅲ 特に観察を継続する必要はな ･術後等で安静度規制上起坐が許可されている場合いが,ベッド上で身体を起こせ
る場合 ･運動麻痔などで自力起坐ができない場合C一皿
特に観察を継続する必要はないが,室内歩行が可能な場合 ･回復期または治療の規制上
室内歩行のみが許可されている場合C-Ⅳ 特に観察を継続する必要はな
･慢性疾患の長期入院患者く,日常
生活にもほとんど不 ･退院前の患者自由がない場合 検査目的の
